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Agnihotra祭における Prayascittiについて

一一Garhapatya祭火が消える場合一一

坂本恭子

(0. 0) Agnihotra [Agh]祭は srauta祭式(原則として，三つの祭

火を用い，祭主に嘱託された祭官が行う祭式〕中号ti(穀物祭〉に分類

され，毎日朝夕，各二回 Garhapatya[G]祭火で熱したミルクを瓦.

havaniya [A]祭火に献じる祭式である。先行研究には， H. W. BODE. 

WITZ， The Daily Evening and Morning Offering (Agnihotra) ac-

cording to the Briihma1Jas (1976); P.-E. DUMONT， L'Agnihotra 

(1939); P. D. NAVATHE， Agnihotra 01 the Kafha Siikhii (1980)等

があるが， Agh祭本来の姿・目的と歴史的発展の解明へ向けて，難解な

最古の散文 Maitrayal}iSamhita [MS]及び Kathaka-Samhita[KS] 

(:::::Kapi号tala-Katha-Samhita[KpS])の記述の一層精密な理解が依然

課題である。

祭式中に過失があった際に行われるべき Prayascitti[Pray] (蹟罪法，

本稿で扱う部分では， Brahmal}a [Br]までは prayascitti-，5rautasu-

tra [5S]では prayascitta-)については研究がなく， BODEWITZ， Du圃

MONTも扱っていなL、o Srautakosaは Yajurveda.Samhitaの散文部

分 [YSp]及びBrと， 5Sの各記述を， Ed. C. G. KASHIKAR， vol. 1 

Sanskrit Section (1958) p.82-121; Ed. N. D. DANDEKAR， vol. 1 

English Section part 1 (1958-63) p.145-198に“Agnihotrapra-

yascitta"として収録しているが，祭式一般や他祭式に属すべき購罪法を
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も含めている。各文献聞の対応関係をも考慮して，原典の記述を研究し直

す必要がある。

(0.1) Prayの扱われ方は YSp及びBrの各Text聞で異なっている。

MSは，祭火に関する臆罪法を中心に Pray章をまとめ， Agh章(I8，1-

10)中，祭式規定(18，1-7)の後に付け加えている(18，8-9)。これが，

Agh-Prayとしてまとめられた最初のものと考えられる o KSは， Agh 

章 (VI1-8)の補遺的部分 (VI6-8)中に Prayを含むが， Pray章とし

てはまとめておらず，他方 DarsapurQamasau[Dp] (新満月祭〉に関す

るものを中心とした Pray章を XXXV17-19にまとめている (MSはこ

れに相当するものを持たなLウ。 Taittiriya-Sarhhita[TS]は Agh章-

Agh-Pray章を持たないが， Kamye~ti (個々の願望の為の穀物祭， TS 

11 2-4)の規定中に MSのPrayに非常に近いノ4ラレルを持つ(これらに

相当するものは， MS， KSの Kamye号ti章には見られなL、)0Taittiriya 

派はBr[TB]にAgh章を有し (111，1-11)， YSpより進んだ発展段階を

示すAgh明Pray章を 14，3-4にまとめる他， III 7，1-3にKSに倣った

Dp-Pray章を持つ。同派は，上記の TSとTBとを併せて， MSのAgh-

Prayの全体を覆っていることになる。 Satapatha-Br[SB] ， Jaiminiya-

Br [JB]， Aitareya-Br [AB]は，更に発展した Pray章を持つが，これ

らは黒Yajurveda学派の説を踏まえていると判断される (SBXII 4，1-4 ; 

JB 1 51-65; AB VII 2-12. ABのibはi守tiに関する Prayの集成〕。そ

の他の Brは， Agh章の中で少数の Prayに言及するのみである:$aφ 

virhsa-Br IV 1，12; Gopatha司Br1 3，13; Vadhula-Anvakhyana-Br III 

20: W. CALAND， AcOr IV p.22o 

特に複雑な黒 Yajurveda学派における対応関係を， MSのPrayを中

心に傭敵すると以下のようになる:
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項 MS KS |日凪mye$tiI TB 

む場合
18，8: 127，5ー I 1山

互祭火が消え|
る場合

18，8:127，7- VI6:55，3- I I12，4，7-8** I 

仰がれ|
る場合

18，8: 128，3ー VI6:55，6 I I12，4，6 
献じ終わらな
いうちに太ノ口』陽 18，9: 128， 11-
が昇る場

火が落ちて燃
18，9: 129，10 XXXV 17:63，2ー* 1 I1 7，1 ，2-3* 

える場合 (II 1，10: 11 ，13ー**) (X5・129，3ー料) (II 2，2，1**) (I4，4，1O) 

祭火と野火が
一つになる場 18，9:129，15 III 7，3，5* 
1日為

家を焼く場合
18，9: 129，17 I II 2，2，5料|

舎が消える場| 18，9:130，1 l(…，1的|山 7)**I 

車を横が祭火の合問
14，4，10 

切る場
18，9: 130，7ー

(I4，3，6) 

イタリック:Agh.Pray以外。*:Dp圃Pray。料:Kamye$tio ( )内は，

Prayの項目は異なるが内容はパラレノレである箇所を示す。

祭火に関する Prayは， 火を持って移動していた時代の姿を反映してい

る点があり，火の保持をめぐる思弁を基に成立したと推測される。このよ

うな背景からも， これらの PrayはTextによって異なった章に収録され

ており，それ故に個々の Textの編集及び成立の跡を遣すものである。従

って， これらの Prayの研究は， YSp及び Brの， Pray， Agh， Kãmye~ti 

章成立の相対年代を知る手掛かりともなろう。

(0.2)本稿では， G祭火が消える場合に関して， MSの解釈を中心に論
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じる。先ず， Textに記述される解決法をまとめる。( )内は，解決法と

して挙げられているが，その学派で否定されているものを示す。

1. fA祭火を消さずにG祭火を鎖り出すJ: MS 18，8:123，3-"'" TS II 2ん6-7~

Bharadvaja [Bhar] -SS IX 13，4-6; SB XII 4，4，3-5 ~ Katyayana [Kat] -SS XXV 

3，4 ~ Vaikhanasa [Vaikh] -SS XX 2; (TB 1 4，4，5-6 [TBl] ~ AB VII 5，8 [AB3] 

~ SB XII 4，3，8[SB3] ~ JB 161:17fJB3]). 

2. fA祭火を消した後G祭火を鎖り出すJ: KS VI 6:55，6-8 [KS1] = KpS IV 

5 "'" BharSS IX 12，5 "'" Apastamba [Ap]・SSIX 9，7 "'" Hira平yak凶i[Hir] -SS 

XV 3，6 ~ ApSS IX 9，10 ~ Manava [M] -SS III 3，2 ~ S孟白khayana[S忌iJ.khj

-SS III 19，12; TB 1 4，4，7-10[TB3] "'" Baudhayana[Baudh]-SS XIV 24:195， 

3~ 互pSS IX 9，1-3 ~ VaikhSS XX 16; BharSS IX 11，7-10 "'" HirSS XV 3， 
1-2 ~ Asvalayana [As] -SS III 12，21-23. 26-27; (AB VII 5，8 [AB4]; SB XII 

4，3，9[SB4] ~ JB 161:20[JB4]). 
3. fA祭火から東へ火を取り出して新しい A祭火を作るJ: (KS VI 6:55，8-9 

[KS2] "'" BharSS IX 12，6-7"，" ApSS IX 9，8-9 "'" HirSS XV 3，7) ~ KatSS XXV 

3，5 ~ MSS III 3，2; BharSS IX 12，9-13，2; (TB 1 4，4，7 [TB2] ; AB VII 5，8 

[AB1]; SB XII 4，3，6[SB1] ~ JB 161:9[JB1]). 

4. f別の場所へ移動してG祭火を鎖り出すJ: KS VI 6:55，9-13 [KS3] "'" Bhar-

SS IX 12，7 "'" ApSS IX 9，9 "'" HirSS XV 3，8; SB XII 4，3，10-4，4，1 [SB5] ~ 

JB 1 61:23[JB5] ~ SaiJ.khSS III 19，13. 

5. fA祭火を灰も含めてG祭火に戻した後，再び東に取り出すJ: AB VII 5，8 

[AB5] "'" AsSS III 12，25. 

6. fA祭火からG祭火へと火を運ぶJ: (AB VII 5，8[AB2] ; SB XII 4，3，7 

[SB2] ~ JB 1 61: 13 [JB2]) ~ KatSS XXV 3，6. 

これらの購罪法については BODEWITZ が論じているが CJaiminiya

Briihma仰!， 1-65， 1973， p.192任)， JBゃ SBの解釈に不可欠な YSp

の検討が十分でなく， MSは誤って解釈されていると考えられる (p.193

1.-11， p.194 1.23妊.)。 そこで， 以下の諸点を順に検討する:(1.1) KS2 

説(上記3.)の解釈。(1.2) MS説の解釈。 BODEWITZが同主旨と考

えている， KS2説との相違について。(1.3) MS説を継承する SBXII 

4，3，3-5の主旨。(1.4) MS， SBに用いられるマントラの起源， 更に，
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MS説の成立についてo (1. 5) MSの「二頭の虎」の比愉について。

(1.1) KS VI 6:55，8-9 (=KpS IV 5:50，12-14) [KS2J yadi 

tvareta CI /) purvam agnim anvavasaya tata与prancamuddrhtya 

juhuyat. saiva tatra prayascittir. jami nu tad yo 'sya purvo 

， gnis tam aparam karoty. iもし急ぐならば，東の (A)祭火のところ

へと場所を定めて1〕，そこ (A祭火〉から東へと[火を]取り出して [A祭

火へと導き出してJ2)献じるべきである。その場合， 他ならぬそのことが

臆罪法である。その場合には今や，近親関係3)がある，その者の東の祭火

であるそれを，西の (G)祭火にする[その場合にはJ3)J。

KSの挙げる三つの説の中， [1<$2Jは，互祭火をG祭火に見立てて，そ

こから更に東へ取り出して新しいA祭火を作るとL、う説を述べる。しか

し，この場合にはA祭火を二つ作ることになり， (避けるべき〕近親関係

/結合が生じるとL、う幣害が起こる。

(1. 2) MS 1 8，8: 128，3-10 a) yasyahute ' gnihotre 'paro ' gnir 

anugachet tata eva prancam uddhftyanvavasayagnihotrarp. juhuy-

ad. athabhimantrayeta./ / bhavatarp. nal). samanasau samokasau sa-

cetasa arepasa iti. samanasa evainau karoti yajamanasyahimsaya. 

etau vai tau yaah訂 brahmavadino，naika与kubjirdvau vyaghrau 

vivyacety. b) agnaye 'gnimate '計五kapalarp.nirvaped yasyagna 

agnim abhyuddhareyur. devatabhyo va e科 samadarp.karoti yasy-

agna agnim abhyuddharanti. yad agnaye 'gnimate， devata evasmai 

bhuyasir janayati. vasiyan bhavati. ia)その人の Aghが献じ終わら

ないうちに西の (G)祭火が消えることがあれば，他ならぬそこ (G祭

火〉から東へと[火を]取り出して [A祭火へと導き出してJ，(そこまで〉
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移動して1)， Aghを献じるべきである。次に、唱えかけるべきである。

~[お前達両者は]私達に対して，思考を同じくし，住みかを同じくし，意

識を同じくし，汚れのない者となれ』と。彼ら両者を，まさしく思考を同

じくする者となしていることになる，祭主を傷っけないことのために。こ

の，ブラフマンを議論する者達が言うところの(次に述べる〕両者が，そ

の両者なのだ~一つの隠、れ家は，二頭の虎を内に持Tこなし、4)~と。 b)

その人の火の上へ火を(重ねて〉取り出[してもたら]すことがあれば，

Agniを伴う Agni5)のための 8皿から成る [puroQ.asaの材料]を取り出

[して，それに関する儀式を遂行するJ6)べきである。その人の火の上へ火

を取り出してもたらす場合には，この者は神格達に争いごとを作っている

のだ。 Agniを伴う Agniのために[取り出して献供する]ということは、

この者に対してより多くの神格達を生じさせていることになる。(その者

は〉より良い者となる」。

tata eva pr五ncamuddhftyanvavasayaの解釈が問題である。 tatas

は前の apara-agni-(G祭火〉を指すと考えられるが，消えた祭火から

火を取り出すのは，そのままでは不可能である。 BODEWITZは， KS VI 

6 : 55，8 purvam agnim anvavasaya tata1). prancam uddhrtya [""東

の (A)祭火のところへと場所を定めて，そこ (A祭火〉から東へと取り

出して」と同主旨と考え， MSでも tatasがA祭火を指すと解釈する。

しかし，実際に指さして「そこから」を意図する場合には， itおもしくは

atasが用いられ， tatasが用いられることはない。7) 従って， tatasは

あくまで anaphorischな用法と考えるできであり， G祭火を指すと考え

られる。

更に， [""彼ら両者を，思考を同じくする者となしていることになる」と，

二つの火が協調することを望み[""火の上へ火を取り出すことがあれば」

と述べていることから， MSでは， A祭火の上に火を重ねる行為が問題と
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なっている o KS2のように， A祭火から東へ取り出して新しいA祭火を

作る場合には，火の上に火を重ねることは起こらない。

火の上に火を取り出す場合の Prayは，後の Br，SSでは， G祭火が

消える場合の Prayとは別に扱われており， 8) BODEWITZ及び Srautαm

kosaもそれに従っているが， MSではその両者は同じことの言い換えと

考えられる o MSのPray章では、一つの失敗について， a)対処法と

b) i~ti とを，一組で一つの嬢罪法として述べると L、う形式を採っており，

その際例えば， a) yasyahute ' gnihotreρurvo ' gnir anugached agnina 

ca sahagnihotrel)a coddraved.... b) agnaye jyoti号mate'号takapalatp.

nirvaped... yasyahute ' gnihotreρ五rvo'gnir anugachet. (I 8，8: 127， 

7-128，ののように， 同じ表現が繰り返される。ここでは a)IAghが献

じられていないうちに西の祭火が消えることがあればJb) I火の上に火を

取り出すことがあれば」と別の表現がなされているが，これらは一組で一

つの購罪法を形成していると考えるべきであり， G祭火が消えることがあ

れば必然的に火の上に火を重ねることが起こると言える。

従って MSでは， G祭火を鑓り出して，そこから火を取り出し， A祭火

に運びその上に重ねると考えられる。 MSの簡略な文体で， G祭火を鎮り

出す過程の記述が省略されていると判断される。その具体的所作は、 18， 

9:130，1ーに記述される:yasyagnir anugachet tebhya evavak手l)e圃

bhyo 'dhi manthitavyas. tad enam svad yonel). prajanayati. yadi 

na tadr鈎nivavak号勾ani*syur bhasmanaral)i samsprsya manthita司

vyal).. sv在devainam yonel). prajanayati. (* cf. M. MITTWEDE， 

Textkritische Bemerkungen zur Maitriiya1;zi Sa1fthitii， 1986， p.64.) 

「その人の祭火が消えることがあれば，他ならぬその，燃えさし9)から

[火が1噴り出されるべきである。その際には，それ自身の母胎からそれ

を産み出している O もしちょうどそのような燃えさしがないならば，灰で
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両方の鏑木に触れて(灰を両捜木に付着させて〉から鑓り出されるべきで

ある O それ自身の母胎からそれを産み出していることになる 10)J。

(1. 3) SB XII 4，3，3は， G祭火を鏑り出す具体的方法， つまり焼を両

方の鏑木の上に引っ掻いて付着させた後 (MS1 8，9: 130，2の方法に準

じる〉鏑り出すという方法をも含めて述べている:也lmukadailgaram 

adaya tam aral).yor abhivimathniyad. r燃え木から;興を取ってきて，

それを両方の鏑木の上へとヲ|っ掻き取って【もたらす]べきであるlllJ。

続く XII4，3，4-5で，火に火を重ねた場合の旗罪法が述べられる。 SB

では，“tadahur... kiql tatra karma ka prayascitir iti"が各嬢罪法

の始めに現れるが，この節もこの文で始められ r火に火を重ねる場合」

という一つの項目として扱っているようである。しかし，用いるマントラ

r[お前達両者は]協調せよ…Jr[Agniよ]土に属する者よ…」は， MS 

のr[お前達両者は]私達に対して…」と共に， Agnicayana [AgcJ祭で

G火壇の上に火を投げ込む際に用いる四つ一組みのマントラの一部であり，

MSのG祭火が消える場合との共通点が見られる。更に，続く XII4，3，6-

4，4，1に，再びG祭火が消える場合が論じられており， XII 4，3，3-4，4，1全

体が， G祭火が消える場合を扱うものと考えられる。以上のことから，

SBはMSの説に倣い， G祭火が消える場合には， その Prayによって火

に火を重ねることが必然的に起こり，これに対して更にPrayを規定する

とL、う二重構造を持っと考えられる。

(1. 4)既に触れたように， MS， SBが用いるマントラは， Agc祭で用

いられる四つ一組みのマントラ12)の一部である。この Agc祭の場面では，

もともとA祭火があった場所に新しいG祭火の火壇を積み，そこに ukha

(火壷〉の火を移す時に唱えられる。従ってこの場面で二つの火とは，もと
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もとそこにあったA祭火と ukhaの火であると考えられる。13)Yajurveda 

学派の Samhitaがこの四つ組みのマントラを揃えており， Agh祭の

Prayでは MSが第四， SBが第一と第二を用いていることから， これら

のマントラは Agh祭の Prayvこ本来あったものではなく， Agc祭の中で

確立していたマントラを， MSとSBとがそれぞれ Agh祭の Prayの似た

場面に転用していると考えられる。

(1. 5) MSでは Agc祭の文脈にも， Pray vこ見られた(上記(1.2))，

二頭の虎の比愉14)が現れる:III 2，3: 19，14 dvau va etau vyaghrau 

尚早padyete.ta isvara aSantau yajamanam himsitor. rこれら両者

は二頭の虎となるのだ。そういう鎮まっていない両者は，祭主を傷つけか

ねない」。 この比愉は Atharva

kravyad a vivesayaI11 kravyadam anvagat / vyaghrau krtva na-

nanaI11 taI11 harami sivaparam. rこの者に生肉を食べる火が入り込んだ。

この者は生肉を食べる火について行った。二頭の虎を[それぞれ]別々に

しTこ後『こ， その好意的でない16) [方の火]を[私は]取り除くJ; XII 2，4 

yady agnil). kravyad yadi va vyaghrya imaI11 go坑haI11pravives-

五nyokal)./ taI11 m勾ajyaI11krtva pra hiQomi duraI11 sa gachatv aps-

u号ado 'py agnin. 「もし生肉を食べる火が， もLくはもし虎のような

[火]が， わが家のものではない[火]が， この家音小屋に入り込んだな

らば， そういう彼を， m持ajya(バターをまぶした豆の料理?)を作った

後に， [私は]遠くへ追い出す。それは水の中に座する火達の中へ入って

ゆけ」。

AV XII 2は， Agnyadheya (祭火設置の儀式〉を行う前に kravyad

(生肉を食べる〉火，すなわち火葬の火を取り除き，鎮める儀式に用いら

れる。17)ここでは火葬の火を虎に愉え (Vers4) Agnyadheyaで設置す
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るG祭火と一緒にすることを避けようとし，その一方で両方の火を二頭の

虎に愉えている (Vers43)。この観念が， MSの記述に反映していると

考えられる。

注

1) anu-ava-saについては， 坂本 iAgnihotra祭の Prayascittiに見られる

用語についてJ r印度学仏教学研究~ 45を参照。

2) ud圃hr r取り出す」は、 G祭火から火を取り出す場面では， 取り出してそ

の火を東へと運び， A祭火にするまでを含む， cf_ H_ KRICK， Das Ritual 

der Feuergrundung (Agnyadheya)， 1982， p_268 n_663，更に注6nir-

vap参照。

3) jami-Adj_ r近親関係にある， 近親のJjamil)は同じ Gotra出身の， 結

婚が許されない近親者(兄弟・姉妹〉を意味する， cf_ KRICK p_544 n_ 

1476; A. MINARD， Trois Enigmes sur les Cent Chemins 1 (1949) 

163a. jami-が用いられる文は常に条件文を伴うが， ここでも yoが，

tamの内容であると同時に条件節を作っていると考えられる。

4) O. BOHTLlNGK， Sanskrit-Worterbuch in kurzerer Fassung II p.298 

s.v. kubji-“etwa‘Versteck一一， Lager eines Tigers'''; M. MAYR-

HOFER， Etymologisches Worterbuch des Altindoarischen 1 s.v.“Ver開

steck [eines Tigers] "; SCHROEDER， M aitraYa'l}i Saη1hita 1 p.123 n_2 

“Ein Gebusch (Rohricht) fasst nicht zwei Tiger"; B. DELBRUCK， 

Altindische Syntax (1888) p.298 (vivyacaを現在の意味で用いられる

Pf.の例として〕“EinGestrupp hat nicht Raum fur zwei Tiger".二

頭の虎の比喰については， (1.5)を見よ。

5) Agniを伴う Agniに対しては， anuvakya: agninagnih samidhyate. 

~V 1 12ふ MSIV 10，2:145，5， yajya: tvarh hy agne 'gnina... ~V 

VIII 43，14， MS IV 10，2・146，11(MS IV 10，3:148，13 agninagnis tvaril 

hy agnina)が用いられる， cf. CALAND， Altindische Zauberei (1908) 

Nr.93，更に注8参照。

6) nir-vap r(別の容器へ〉撤き入れる」は， 大麦・米を取り出してから pu剛

roqaねを調理して献供する迄の全ての過程を含む術語であり r(i早tiの献

供を〕遂行する」の意味で用いられる， cf. CALAND ad ApSS VII 13， 

8 n.4，更に注2ud-hr参照。

7) z.B. MS 1 8，1:115，13-sa ita evonmrjyajuhot. i彼は他ならぬここか
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らぬく噴い取って献じたJ; 1 8，2:166，13 tasmad ato (cf. SCHROEDER) 

hastasyagnir natam臼1 vidahati. rそれ故に， 手の中でここを Agni
は最も火傷させない」。

8) AB VII 6，1; JB 1 65; BaudhSS XIII 7: 123，21 (以上は agninagnii，1

samidhyate...， tvaIIl hy agne agnina...を用いることを規定する): 

MSS III 3，4 "Y  HirSS XV 3，21-22 (bhavatarp. nai，1 samanasau...を

規定): VaikhSS XX 18 (agninagnih...， tva血 hyagne...; bhavatarp. 

nah…の両者を規定): BharSS IX 14，3 ~ ApSS IX 10，11-14 (マントラ

の規定なし)0TS II 2ム6-7では「火の上に火を取り出した場合」の規定

が述べられているが， MSのG祭火が消える場合と非常に近い内容であり，

更に「取り出した (A)祭火が消える場合」の規定がその後に続くことか

らも， G祭火が消える場合の蹟罪法が前提になっているものと考えられる。

9) avak早al}a-r燃えさしJcf.坂本『印仏研ム
10) この箇所のパラレノレは，坂本『印仏研』注8を見よ。

11) math “entreisen， rauben"， cf. J. NARTEN，“Das Vedische Verbum 

MATH" IIJ 4 (1960) p.130. T. GOTO， Die ，，1. Pra'sensklasse“im 

Vedischen (1987) p.240はこの箇所のパラレル JB1 61と併せて解説

している。

12) MS II 7，11:90，5-; KS XVI 11:233，13-20; TS VI 2，5，1-2; VS XII 

57-60. この四つ組みのマントラの第四は， Soma祭の Atithya の中で

行われる Agnimanthana(火を鎮り出してλ祭火に投げ入れる〉の際に

も用いられる。 Agc祭のG火壇積み， G祭火が消える場合の Prayの場

面と同様に，鎮めや祭主を傷つけないことを目的として，二つの火に唱え

かけられる:MS 1 2，7: 16,8-9ID • III 9，5: 122， 1-P; KS III 4: 25,3-4m • 

XXVI 7:131，10-P;TS 1 3,7, l m • VI 3，5，4P; VS V 3. SB III 4，1，24; 

BaudhSS IV 5: 115，13;λpSS VII 13，6. 

13) TS V 2，4，1 vi va etau dvi亭亘teyas ca puragnir yaS cokhayaIIl. 

samitam iti catasrbhir sarp. nivapati. rこの両者は憎み合っているの
だ， 以前から[ある]火と， ukhaの中の火とは。 nお前達両者は]協
調せよ』と[唱えて] 四つの [rc]を用いて投げ入れ合わせるJ; MS III 

2，3: 19，11-k~atráIÏl v主的d'gnina由 y品 ciyate.k号atraIIl ya也kh・

yo. brahma yajur. yad yaju詞 sarp.nivapati，brahmal}a va etat k平a-

traIIl sarp.nayati. r火達の中で，積まれるものであるこれが，王族階級な
のだ。 ukhaの[火]が，王族階級である。祭詞がバラモン階級である。

祭詞を用いて投げ入れ合わせるこの際には，パラモン階級むよって王族階
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級を協調させているのだJ(""KS XX 1:19，17 KpS XXII 3)0 MS， 

KSの「積まれる(築かれる〉もの」によって，積まれる前にそこにあっ

たA祭火が意図されているかもしれない。 BaudhSSXX 21:19，18ーで

は， ukhaの火と pratisamedhaniyar再び、燃え立たせられるべき」火を

合わせることが述べられている。 pratisamedhaniyaの火は， Y. IKARI 

の注によると，“theoId sacrificiaI fire previously placed on a platter" 

(“Baudhayana Srauta Siitra on the Agnicayana" Ed. F. STAAL， Agni 

II， 1983， p.521)。 これに相当する記述は Brには見られないが sam.ni.

vap r投げ入れ合わせる」の語に，除けておいた前のA祭火と一緒に，と

いう意味がすでに含まれている可能性も考えられる。 CALANDad ApSS 

XVI 15，5 n.3は sam-ni-vapに“hinschiltten"と“‘zusammenhin. 

schiltten'， von zwei Feuern"との二つの意味を挙げている。

14) 火を虎に喰える比日食は， TSにも現れ， V 4，10，5では， Punascitiの際

に前の火檀の場所に再び火壇を積むことは，眠る虎を起こすようなもの，

と述べる。更に， V 5，7，4 rudro viI. e号ayad agnit. sa yatha vyagh. 

rat kruddhas tí~thati evarp. v主的aetarhi. r Agniとは， これは Rudra

なのだ。その彼が，虎が怒った状態であるように，そのように今この[火]

として[ある]のだJ; VI 2，5，5邸 avai vyaghrat kulagopo yad agnis. 

rAgniとは， これは，一門を護る虎なのだ」。

15) AV VI 140 (子供の上の門歯が先に生えてきた場合の賄罪法に用いられ

る讃歌〉では，その門歯が二頭の虎に喰えられている。

16) sivapara司 J.WACKERNAGEL， Altindische Grammatik II-1 (1905) p. 

299“der das GegenteiI von giltig ist". 

17) この品antiについては， KRICK p.351 n.954， p.451 n.1227を参照せよ。

(大学院後期課程学生〕




